第５回高知県社会教育委員会（平成22年８月１日～平成24年７月31日任期）会議概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            平成23年７月27日（水）10:30～16:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            土佐町立図書館、土佐町立土佐町小中学校
１．開会
　　　高知県社会教育委員長挨拶
２．視察（土佐町立図書館、土佐町立土佐町小中学校図書館等）
３．議事
【説明】
第二次高知県子ども読書活動推進計画
【質疑・協議】
（委員）

４ページの（１）のイとウについて、文言の整理がいるのではないか。
６ページの高知県のデータベース化の状況が小学校22.5％、中学校18.5％になっているが、26ページでは同じ高知県のデータベース化の状況であるのに、小学校18.7％、中学校10.4％となっているので、統一する必要がある。また、データベース化について、28年度までに小中とも50％をめざすことになっているが、全国のデータベース化の状況はすでに小学校が51.2％、中学校が50.7％なので、もう少し高く設定するのがいいのではないか。
　７ページの一番上の課題の数値が、前回４回目の資料の数値と変わっているので、何か変化があったのなら説明いただきたい。７ページから８ページにかけて、一つの項目に対して取組状況が一つだけの場合、アの表記は必要ないのではないか。

　15ページの「（２）市町村立図書館等による読書活動の推進」、16ページの「（３）民間団体・読書ボランティア等による読書活動の推進」の表記は、中身から考えると「推進支援」あるいは「支援」という表記の方がいいように感じる。

19ページの「家や図書館で普段の読書時間が10分以上の割合」と「昼休、放課後、休日に学校図書館や地域図書館を利用する割合」について、28年度の数値が前回４回目の資料の数値より低くなっているが、何か議論の経過があれば説明をいただきたい。
　29ページの「読書ボランティア養成講座の受講者数」について、28ページの「③読書ボランティアの養成」から考えると、受講者数という指標でなく、活性化に係る指標があれば、そういったものに置き換える方がいいように思う。

（委員長）

　データの違いについて説明をお願いしたい。

（事務局）

データについて前回までは21年度のものだったが、途中で22年度のものが公表されたので、数値が変わっている。
（委員長）

　取組状況が一つしかないところをアと表記するかどうかについて説明をお願いしたい。
（事務局）

一つしかなくても、他の項目と比べてどのレベルのことを記しているのか、並びが分かりやすいということで、あえて「ア．」という表記をしている。
（委員長）

県の計画なので、市町村や企業に対して基本的には支援というかたちになるだろうということで、「推進支援」あるいは「支援」という言葉で統一した方がいいのではないかということだが、ご意見をお願いしたい。
（事務局）

　主語が「県立図書館は」になっているので、タイトルを見て分かりやすいものになるよう検討する。
（委員長）

　28年度の数値設定が、前回と比べて少し下がったのではないかという指摘だが、説明をお願いしたい。

（事務局）

県内の小中学生の実態を再考し、この数値目標でいこうという結論に達した。高知県子ども読書活動推進協議会を設置し、毎年、点検・評価を行う中で、その時の状況に応じた数値の変更もありうる。
（事務局）

数値目標について下がったところもあるが、例えば高等学校等の部分で幾つか上がっているところもある。数値目標の設定については、最初に高すぎる目標を掲げてかえって目標が機能しなくなったり、また逆というケースもあったりする。最初決めた目標というのは自分たちの仕事を見直すきっかけの一つということであるので、そこに向けた営みについて注視していきたいと思う。

（委員長）

　読書ボランティアの養成について、質的な数値目標の設定ができないかということだが、ご意見をお願いしたい。
（事務局）

　例えばボランティアを１人当たり年間何回やっていただいたかとか、ボランティアの延べ活動人数といった指標が考えられるが、実際問題、講座を受けていない方も含めて数値を拾うことになると、現実的には不可能であるというのが正直なところである。
（委員）

　目次のところに、できれば「第二次高知県子ども読書活動推進計画」というタイトルを入れていただきたい。

第１章から、例えば「家庭における子どもの読書活動の推進」というように、「推進」ということばで統一されているのだが、第３章になって突然「促進」ということばが出てくる。「推進」ということばで統一するのがいいと思うのだが、その点について説明をいただきたい。
（事務局）

県が推進をめざすというよりは、県は推進へどう誘っていくのかという、その働きかけの観点という意味で、「促進」ということばを用いることに至った。
（委員）

　そうであれば、例えば「推進の方策」という表記等も「促進の方策」に変える必要があると思うのだが。「推進」というプロモーションでいくのなら、「推進」で統一する方がいい。計画そのものが、「推進計画」で「促進計画」ではないので。

（事務局）

全体を通して見直しを行い、再度検討する。
（委員）

27ページの学校図書館支援員の配置について、「配置主体となる市町村との協議を行いながら、その支援に取り組んでいきます」と書かれているが、予算的に厳しいというようなことも聞く。そのあたりのことをお聞かせ願いたい。

司書教諭の配置のところで、「配置に取り組みます」という表記だけではなくて、図書館業務に携われる時間の確保といった意味合いの表記を加えて欲しい。前回も言わせていただいたが、「配置に取り組みます」の表記だけでは、単に配置するだけになっているという現実から抜け出せないということを危惧する。

（委員）

　同感である。配置はできているが、その中身を問題にしなければならない。管理職の認識の問題もあるので、配置したうえで、どのように環境を整えていくのかについて書き添えることに賛成である。

（委員長）　
「配置主体となる市町村との協議を行う」と書いているけれども、どんな協議なのかということに関心があるわけである。
（事務局）　
まさに今、その協議を始めようとしているところである。県の教育長の考えは、ぜひ支援員を何とか配置したいという考えであるが、財政的な裏付けがいることなので、そのためにはやはり成果が見えないと施策が打てないということになる。学校からどんな成果があったのかということを調査し、現在まとめている。その調査結果を踏まえ、来年度どういう支援員の配置の在り方がいいのかということについて、市町村によってパターンが違ってくると思うので、幾つかのパターンをつくりながら協議していく。
（委員長）

　「司書教諭の配置に取り組みます」に言葉を加えるという点について、ご意見をお願いしたい。
（事務局）
前回も申し上げたように、時間と人がどこからか出てくるわけではないので、どこかを立てるとどこかが立たなくなるという状況にあることについてはご理解いただきたい。一方で31ページに「（３）教材開発や制度的充実に向けた調査研究の推進」の項目を加えさせていただいた。この項目は、推進計画全体にあてはまる項目にはなるが、司書教諭の配置についても、司書教諭を配置してよかったというところにとどまらず、例えば、県内外の先進事例を集める等、うまく機能していけるようにという意味合いをこめて、加えさせていただいている。
（委員）

　前回出させていただいた意見について、多くを反映させてくださりありがたい。読み返してみると高知県は図書館を助けてくれる方が結構いるということを改めて感じる。学校図書館教育推進教諭は独特だと思うので、アスタリスクを付けて説明を書いて欲しい。
（事務局）

　具体的なイメージが湧くような注釈を加えていきたい。

（委員）

　学校図書館あるいは読書施策について、以前からお願いしてきたことを少しずつ具体化してくださることに対して感謝を申し上げたい。

些細なことだが、９ページの「３．公立図書館・学校図書館とNPO法人「高知こどもの図書館」等との連携」の中で、「ブックリストを作成し」とあるが、読書のことに非常に関心を持っておられる方ばかりが、この推進計画を見られるわけではないので、ブックリストのタイトル名を入れて欲しい。また、「連携」ということからも、NPO法人と県が一緒に取り組んだ読書ボランティア養成講座のことについても盛り込んで欲しい。
（委員長）

　ブックリストの名前は、ぜひ載せていただくということでいいと思う。連携についての実態も載せればということであるが、ご意見をお願いしたい。

（事務局）

読書ボランティア養成講座については３ページに載せてあるので、重複したことは載せないというポリシーで構成している。
（委員）

　大学と出版社や新聞社等の民間との連携・協力についてお聞かせ願いたい。

（事務局）

大学との連携に関しては、30ページに「意識的に、県立文学館、読書ボランティア、大学等、県内全体の関係者とつながりを持ち、」ということで載せているが、大学がどんなことを行っているのか等について、前回からの時間の中で調査するまでに至らなかったため、来年以降改訂するまでの宿題にさせていただければと思う。
また、民間との連携に関しても今後見直していく。
（委員）

　放送局とか出版社とか新聞社との連携をぜひ広げていって欲しいと思う。
（委員）　

「司書教諭の配置」の項目への追加表記について、自分自身が４年間司書教諭をやっていて思い入れもあるので、再度発言させていただきたい。
予算がなくても、教員同士が少し授業交換をしたりすることで、司書教諭が図書館業務に専念できる時間をつくることができると思う。そのためには、管理職や教員の理解が必要なので、校内操作等で実際に図書館業務に携われるように取り組むというような文章を加えて欲しい。先ほど言ってくださった31ページの文章で、説明することは難しいと思う。司書教諭というのが本当に名前だけで、１週間の中で１時間も学校図書館に行くこともできない司書教諭がたくさんいるというのが現実で、大変残念である。推進計画の中に一つの文章があるだけで、アピールの度合いが全く違ってくるので、何度も言って申し訳ないが、ぜひよろしくお願いしたい。
（事務局）

　司書教諭が、本来の仕事をより果たせるようにしていただきたいという思いがある一方で、各学校には読書以外にもいろんな課題があって、読書だけを特別扱いしてくださいということまでは言えないという感じもして悩みどころであるので、考える時間をいただきたい。
（事務局）

学校図書館活動は大事な柱と位置付けていて、学校の教育活動全体でやっていかなければならないし、教育計画の中にも位置付けてほしいという思いもある。司書教諭の配置について、推進計画へどのような文言で表記するのかについては、少し考えさせていただきたい。
（委員長）　
冒頭に課長からも説明があったが、推進計画はパブリックコメントにかけて県民のご意見を聞き、議会にも尋ね、さらに教育委員会に付す予定になっている。だから、先ほどから議論になっている文言についても、多くの人の目に触れながら検討されていくこととなる。

　以上で、第二次高知県子ども読書活動推進計画について社会教育委員会としての協議を終わりとさせていただく。
（事務局）

私自身は４月からの参加であったが、議論する過程で大変勉強させていただいた。読書の問題を真剣に考えていただける方々がいらっしゃるということに意を強くし、その力というものを帆に受けながら、この計画を進めていきたい。
　今後は、計画を市町村や関係機関等にご理解をいただくことが重要であるので、社会教育委員の皆様方がどういう思いでこの計画を作っていったのかを含め、説明会等において、しっかり説明していく。その中で、各市町村においても、ぜひ読書活動推進計画を作っていただくようにお願いしていくとともに、作る過程の議論が非常に大切であることを各市町村に呼びかけていきたい。その際には、各市町村から皆様方にお声がかかることもあるかもしれないが、各市町村の計画の策定にもご助力を賜わりたいと思う。
【実践発表】
広報・啓発活動について　～高知県立文学館の事例を踏まえながら～
【質疑・協議】
（委員）

非常にフットワークが軽く、次から次へいろんなことを企画していただいている。ピーターラビットの時には作った畑から野菜を引いたりして、夏休みなどに親子３代で楽しんでいる。現場の声を聞いて、次のステップへつないだり、いろんな会社等との連携ができていて、これからも非常に楽しみにしている。

（委員長）　

親子の取り組みを続けてこられているということだが、何か意図のようなものはあるのか。
（委員）

　文学館での催しを顕彰作家だけでやるとどうしても堅くなる。ともかく一度文学館へ入っていただきたいという思いがあって、夏休みには日頃来ないような層向けと言うか、子どもたちが楽しめるような催しも行っている。ただ、全く文学と関係ない内容になると駄目なので、やっぱり物語がきちっとあって、それで楽しんでいただくようにしている。先ほど言っていただいたピーターラビットの時は、ピーターラビットの畑を再現することによって、みんなで大根を抜いたりしてワァワァ遊ぶ姿が見られた。そういうようなものを意識的に塗り込む。オープニングの時に保育園児にピーターラビットの歌を歌っていただいたり、井上あずみさんを呼んでRKCホールでコンサートを行っていただいたりもしたが、興味を持ってもらうことが大事。
（委員）
文学館への観覧者の住所別状況について、高知市が一番でその次が県外、私のような郡部の者は３番目の15.2％しかいない。やっぱりと言うか、全体的に高知市でいろんなイベントをするという部分が強いと思うが、近隣の市町村とのコラボレーションはどういったものがあるのか。
（委員）

　例えば、田宮虎彦が生誕100年ということで、「足摺岬」の舞台となった武政旅館、今のホテル足摺園で出張朗読を行うにあたって、この間は土佐清水市の広報へも出していただいた。それから、安芸の杉本家で朗読を行ったり、高知新聞のご協力もいただいて、企画展の内容を新聞紙上で写真入りのシリーズで６回位の連載で郡部の人達にも読んで頂けるようご紹介したりもしている。また、星野富弘さんの詩画集については、各障害者施設に県障害保健福祉課を通じてほとんど全部にお配りさせていただいた。県民の方により来ていただくために、自分もなるだけ知り合いを集めたり、あちこち行ったりして広報をしている。やっぱり汗をかかないと人は集まらないと思っている。
（委員）

黒潮町には上林暁館があるが、各市町村のそういう文学の偉人の部分とのコラボレーションはどういったものがあるのか。
（委員）

　文学館は３つあって、黒潮町の上林暁さん、本山町の大原富枝さん、それから吉井勇記念館が香美市にある。上林さんのところは、朗読コンクールの時の西部ブロックの会場とさせていただいている。その他では、平城遷都1300年記念事業との関係で、宿毛出身で「平城山」の作者の北見志保子さんを取り上げたりもした。

（委員長）　

文学館がほとんどないところもある中、高知県内にこれだけ活発な文学館がある、そういう県であるということを私たちがもっと取り上げながら、読書というものを含め考えていくことは大変大事な点である。
（委員）　

文学館へ親子３世代で行くのだが、小さい子どもを連れて行っても違和感はなく、広い遊び場のようなところもあり、家族でくつろぎながら読書ができる。
（委員）

　こどものぶんがく室があって、座って本も読める。
（委員）　

ぶんがく室で子どもが本を読む。大人は大人で、勝手に大人の本を読むというようなところがいい。外観はほんとにいかめしいが、中はとってもフレンドリーだから、皆さんも行ってない方はぜひ行かれたらと思う。特に県の社会教育に携わっている方は、ぜひ足を運んで欲しい。その場所へ行かないと空気が分からないので、課題もその次の目標も見えてこないと思う。
（委員）
小さい子どもの文学館の利用があまり認知されてないと思う。乗り物に何円で乗れますみたいなチラシ等はドンドン来るのだが、文学館からのお知らせはあまり目にしない。私たちが興味を持って見ていないということもあるのだが。
（委員）　

「さんSUN高知」へはよく出ている。テレビのデータでも調べることができる。
（委員）
保護者の方への伝え方を考えていきたい。多くの団体とタイアップしながらいろいろと計画されていることを知り、すばらしいなという感想を持った。今度ぜひ中ものぞかせていただきたいと思った。

（委員）　
それだけで今日お話ししたかいがある。12月27日から元旦以外は開いているのでぜひ来ていただきたい。
（委員）

一度行ったお母さんたちが「ここに来たよ。」ということで、口伝えで広がっていくと思う。資料の中の「就学前児童」という表記は、あまりつかわないように思うが。
（委員）

読書の専門家でない私にとって、これまではなかなか発言することができずに黙って勉強させていただいていたが、読書でも何でもそうだけれど、どうやれば広がり、どうやれば人が集まるかという広報・啓発活動についての根本的な話を聞いて、社会教育というのは本当にそこが大事だなと感じた。読書活動推進計画が県の社会教育委員会で取り上げられたというのは、恐らく県立の図書館と高知市立の図書館の合築問題とのかかわりもあると感じていて、読書というものを県民の中へ、市民の中へどう広げていくのか、私たちが本当に考えていかなければならない。

これまでの社会教育委員会の議論の中で、読書は学力向上だけのためにあるのではない。人間同士のきずなづくりや思想力、創造力を培うもので、それが最終的には学力にも影響してくるけれども、学力向上だけのために読書をするのではないという話を聞いて、そうだなというふうに思う。
50年も60年も前から読書活動にもっと取り組んでいればと思う反面、活字離れが進んでいる今の時代だからこそしっかり取り組んでいかなければならない。取り組むにあたっては、読書活動もそうだし、挨拶活動やここ数年行われている「早ね早おき朝ごはん」にしても、押しつけられてもなかなか続かない。挨拶すること、本を読むこと、いろんなことをすることが楽しいということになれば、続けられるのではないかと思う。先ほどの実践発表にもあったが、文学館へ行けばこんな楽しいことがあって、そのことから本を読むことの楽しさを感じることができるのである。
地元の学校や土佐市の生涯学習・社会教育の場で、いろいろと活動しているが、いかに楽しくやるのか、またやりたい、また集まりたいというふうになるには、どうすればいいのかということを心がけている。上からこれやらないかん、本読まないかんというのではなくて、いかに本が楽しいかということをどう知らせていくのかが大事である。

これまでのすばらしい論議の中で作られた推進計画を絵に描いた餅にしないように、今後、今日見学させていただいた土佐町のすばらしい活動とともに、情報をどんどん流していただきたい。
（委員長）　
そういう意味でマスコミの役割というのはとても大きいということになる。

【実践発表】
官民協働の取り組みについて

【質疑・協議】
（委員）

　マスコミにかかわっている立場として、どういうふうにマスコミを利用してもらうのが有効的なのかということを少し紹介したいと思う。今はどうしてもインターネットが強くて、テレビ局も肩身の狭い思いをしている。インターネットは、興味がある人に対してはすごく普及率がある。例えば、読書が好きな人が、読書について検索すると多くの情報を得ることができる。ただ、読書があまり好きでない、興味がない人に対してはマスコミは有効だと思っていて、そういう人たちに知ってもらうためのツールがマスコミなんだというふうに思う。新聞もたくさんの記事を載せてくれるので、好きなものを拾って読むことができるという利点がある。
テレビやラジオというのは、言い方がとても雑だけれど、ある意味垂れ流しの状態なので、見たくなくても自然に流れてくるということで、こちらから発信することができるというメリットがある。その中で、テレビやラジオでどういうふうに取り上げてもらうかという時に、無料で取り上げてもらうパターンと有料で取り上げてもらうパターンがある。ニュースで取り上げてもらうと当然無料で流してもらえる。報道の方に、日時、開催場所、こういう趣旨でやりますといった報道取材メモをファックスで流していただければ、一般の方でも取材依頼をすることができる。限りある本数の中で、どういった内容のものをピックアップするかというと、まず旬であること、時期の話題やお花だったり果物だったりといった旬の話題であるということと、あとはキャッチーであるかどうかということ、時代背景にすごく合っていて、今取り上げるべき事柄かどうかということで判断をする。だから、読書活動に関して言えば、読書週間に合わせて集中的に流すといったことが考えられる。情報的なもの、ためになるというものをどこかに盛り込むと取材してもらいやすくなる。
　有料でということになると番組、ある時間帯の電波というものをある一定のお金を出して買うという、番組を作るというものと、もしくはCMということで何本か出していくという方法になる。番組を作ると当然すごくお金がかかっていくので、CMの方でこの読書活動を推進していこうというのがベターなのだろうと思う。もしもCMで流すとなった場合、テレビでは15秒という枠しかなくて、30秒になると倍の金額がかかるので、一番安いとしたら15秒。ラジオの場合は、20秒以内にその告知を入れなければならない。自分たちがナレーション原稿を読んでいて、とても上手なCMの作り方だなと思うのは、ただ、本を読みましょう、本を読めばこんないいことがありますというのではなくて、上手なキャッチコピーを作るということである。先生方が一生懸命作ってこられたブックリスト「きっとある　キミの心に　ひびく本」とかいうふうに、ただこの本がいいんですというのではなくて、きっとあなたに届く本が必ずありますよっていうようなことと同時に、ある一定の本の冊数をバァーッとバックで見せていくとか、何か心に訴えられるかどうかというところで、視聴者に引っかかるか引っかからないかということになってくるんじゃないかと思う。
　それから、文学館への来館のきっかけで、新聞やポスター・チラシに比べて、テレビ・ラジオがものすごく低い数字になっている。新聞やポスター・チラシがいいところというのはメモ代わりになって、携帯することができるというところである。だから、一般的に知ってもらうためにはテレビやラジオで広く流し、紙資料というのも作っていく必要がある。
（委員）

　以前、読書フェスティバルというのを開催した時、RKCラジオでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わろう),和郎)さんとトークをさせていただいた。そうすると、農作業とかしていた方からも、「聞いたよ。」という反応がたくさんあった。他にもNHKの夕方の番組で長く取り上げていただいたり、大学生がポスターを作って番組で紹介したりして、結構参加についての効果があった。それから夕刊の伝言板、自分たちが演奏するコンサートの案内なんかもはがき代だけで載せていただくのだが、そういうところへ読書の催しとか、市町村のいろんな取り組みとかも載せるということも１つの方法である。
（委員）

文学館も、テレビ・ラジオでCMを打つことも考えられるが、時間帯の問題とかコストの問題とかいろいろあって、なかなかそこまでは難しい。職員が直接ポスターをテレビ番組に持って行って宣伝をしたりはしている。この間も、その時は取材に来ていただいて、「ハウルの動く城」とかを取り上げていただいたが、２、３日後に、「テレビで見た。」という反応があった。やはり媒体に認めていただけるプレゼンがどうできるかといったところが１つポイントになる。

　９月から市原麟一郎さんを迎えて催しを行うにあたって、お配りしているチラシを職員が手づくりで作成した。裏のところに関連企画も載せていて、オープニングセレモニーはご夫妻に来ていたき、先ほど和郎さんとの対談のことも出たが、「麟一郎と和郎のいきいき対談」ということで名コンビが１日だけ復活し、対談をやっていただく。それから、市原先生の８講座をシリーズで打つ。

　こういったチラシ等を作って広報する際には、例えばキャラクターがいてそのキャラクターを見ると、本のことやと思う等、何かちょっと遊び心の部分を入れるとか、表紙を無地ではなくて特徴のあるものにするとか、何かそういうような工夫がいる。「きっとある」の本も、クジラの絵が「きっとある」と重なりあって、何か効果になっているのかもしれない。
（委員）

　テレビは、どれだけ興味をもたれる映像ができるかということが大事で、ラジオになると堅苦しい言葉ではなくて、いかに柔らかくほんとに分かってもらえるように言っていただける方がいるかどうかが大事になる。
（委員）

　これまでの話を聞いて、この推進計画に何かキャラクターとかキャッチコピーがあればいいと思った。それと、第一次計画にもあったと思うが、推進計画をチラシとかパンフレットにまとめて広報することは必ず要ると思う。土佐町のパンフレットはすごく分かりやすくて、こういう感じのものを作っていただきたい。
文学館への来館のきっかけのその他の項目は、ネットが大部分だと思うので、ネットという項目を入れた方がいいと思う。今、ネットの力がすごく強いから、ネットでしっかり流すということが大事である。あと、ブームに乗せること、昨年は国民読書年ブームに乗せていろいろと取り組んだと思うが、ブームがなければ、こちらからブームを仕掛けることも大事。今であればブームではないが、防災教育と読書とか、学力と読書とか、健康と読書とか、その時々に応じた形で読書とつなげていくということを考えていく必要がある。それからイベント。イベントはすごく広報の手段として重要で、それがテレビのニュースとつながっていくと効果は上がる。それから、市町村長会議とか教育長会議とかを通じたり、教員の研修会を通じて広報すると、周知徹底を図ることができる。それからもう１つ、モデル地域。既に進んでやっていると思うが、モデル地域を次々と変えていくことによって、周知徹底を図ることができる。
（委員長）

　どういうふうに広げていくのかという時に、これまで出された意見のように、いろいろなものの見方が必要になってくる。読書単独で考えない発想というのを持ちたいと思う。

（委員）

　今日はほんとにすばらしい会で、非常に勉強になって良かった。読書を行うことで、考える力や表現力、人とのきずなを作る力を培うことができるということを改めて思う。平成14年からずっと、のいち子ども図書館クラブとして、保育所・幼稚園・小学校・中学校の図書館活動に携わっている。当初はなかなか聞くということができていない子どももいたが、読み聞かせを続けていく中で、段々と集中力が付いてきた。
　すぐに結論を表へ出してはいけないと思うが、最終的に学力の向上につながらないといけないと思っていて、その学力は、子どもの豊かな人生を築くことにつながると思う。読み聞かせを行ってきて、最初はだらだらしていたこともあったが、今ではクラスできちっと座って待っている。保育園も、幼稚園も、小学校も、中学校の１年生も、絵本だけれど、乗り出して集中して聞いている。感想を求めると、非常によくお話を聞いていて、主人公のことであるとか、それについて自分はこんなに思ったとか言える子もいるし、読み方が非常に良かったというふうに言ってくれる子どももいる。
そういうことから考えて、読書の環境を整えていくという大人の責任を感じる。保育園や幼稚園、学校だけではなく、家庭でも大人が、時間をつくって新聞とか本を読むことが必要である。学校でも、担任の先生が子どもたちと一緒に面白いときには笑い、一緒になって聞くクラスではより深く聞く力が付いている。そのためにも、今日、視察させていただいた土佐町のように、行政、特に教育長さんが力を入れて読書のまちづくりをしていくということを掲げて取り組んでいただければ、ほんとにいい子どもたちが育っていくのではないかと思う。地震が来たり、津波が来たり、原子力発電所で事故があったり、ほんとに先が見えないような社会になっているが、この社会を生きていく子どもたちを育てていくためにも、読書は本当に大切だと思う。
　推進計画ができあがった段階から、錦の御旗をうやうやしく置いておくだけではなく、是非実践していただきたい。社会教育委員も座っての会だけではなく、今日のようにその現場へ行って、見て、考えて、それから実践することをしていきたい。
（委員）

昨日から、私立幼稚園連合会では300人ぐらいの教職員が研修している。昨日、前教育長さんのお話の中で、いろんな問題があるが、学校だけで、自分だけで解決するのではなくて、みんなで解決するというようなこととか、先生が元気で、先生が仲良しであれば、子どもたちが元気だし、子どもたちが仲良しになって、学力も伸びるし、不登校もなくなるというふうな例もいろいろと聞かせていただいた。読書活動についても、子どもたちの聞く力や創造力を培うために、幼稚園現場も一生懸命勉強して実践していきたい。
（委員長）　

今後のスケジュールと教育委員会の方で考えている答申のイメージについて事務局よりお願いしたい。
（事務局）

　これまで５回の社会教育委員会において、「子どもの読書活動推進計画」についてご議論いただいたが、残り３回程度、今年度１回、来年度２回で、諮問「生涯にわたる読書活動を県民ぐるみで推進するための具体的方策について」についてご議論いただきたい。最終的には、来年の７月までに諮問に対する答申をいただき、教育委員会との意見交換会も実施する予定である。

　次回については１月か２月に開催し、大人も含めた県民ぐるみの読書活動の推進の課題と対応策をご議論いただく予定である。資料５として、高知県の読書の現状についてまとめたものを配付している。県民、特に大人に関する読書に対する意識の問題と、県内の読書環境の問題等について載せている。資料に目を通していただき、大人も含めた県民ぐるみの読書活動推進の課題を明らかにしながら、対応策についてご議論いただきたい。その後、年度明け４、５月までに、これまでの議論を踏まえたうえで答申の素案を作成し、５、６月頃には、素案についてご議論いただきたいと考えている。なお、次回以降に関しては、委員の中から何名かに、起草委員という形で、ワーキンググループ的なメンバーをお願いし、答申の素案策定にかかわっていただきたいと考えている。起草委員については、内田委員長、安藤副委員長、元吉委員、立田委員にお願いをさせていただきたい。
　それから、答申の最終形について、まだイメージの段階だが述べさせていただく。ご存じのように、諮問の内容は、「読書活動を県民ぐるみで推進するための具体的方策について」と、「高知県子ども読書活動推進計画策定について」の２本立てである。「子ども読書活動推進計画」の方については、「社会教育委員会で議論した子ども読書活動推進計画をきちんと進めていくべきである。」等というような形で、掲載するイメージを持っている。一方、「県民ぐるみで推進するため」の方については、非常に幅広いテーマであってどこまでも議論できる内容であるので、県民に向けてのメッセージのようなものをイメージしていて、今回作成した子ども読書活動推進計画のような、５年間でここまで行うといった指標を盛り込んだ何十ページにもなるようなものにはならないと考えている。今後、具体的に議論をいただき、その過程で伸び縮みがあるかと思うが、県民の皆さんにより伝わりやすい骨太の形、パンフレットのような形を、一定目安としている。
（委員長）　

資料４の今後のスケジュールでよろしいか。また、起草委員として事務局から名前を挙げていただいた私と安藤副委員長と元吉委員と立田委員の４名ということでよろしいか。
（委員）
※了承

４．閉会
　　　生涯学習課長挨拶
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